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 前報に引続き，2002 年 5 月から 2002 年 10 月までの地殻傾斜の連続観測結果について報告する。

今回の報告から瀧山(TAT)および寸又峡(SUM)を追加した。第 1 図に各観測点の配置とそのステーシ

ョンコードを示す。第 3 図に各観測点における傾斜の毎時値と，この毎時値から潮汐成分と気圧成

分を潮汐解析プログラムBAYTAP-G１）２）を用いて取り除いた値を並べて示す。第 3 図の配置は，概

ね，第 1 図に示す観測点の西方から東方に向けての順番としている。第 3 図の下部にはそれぞれの

図中の代表点の日降水量を示す。傾斜計の設置方位は，通常第 3 図に示す傾斜記録の下方向が，南

北成分は北下がり，東西成分は東下がりとなるようにしているが，ＩＷＴ，ＦＣＨ，ＳＨＭ，ＫＯ

Ｔの深層 4 観測点においては，傾斜記録の下方向が第 2 図に示すＸ，Ｙ方向下がりとなっている。

また，作図上のフルスケールは通常 6 μrad.としているが，ＪＩＺでは降水の影響が大きいため，こ

れを 30 μrad.としている。 
 本期間内に観測された主な変化は 5 月 8 日から始まった伊東沖の群発地震に伴うものと，10 月 2
日から始まった房総半島東方沖の群発地震の活動中に起こったものである。 
 第 4 図に 5 月の伊東沖の群発地震の震源分布を示す。地震は 5 月 8 日の 18 時 30 分頃から始まり，

9 日，10 日にはそれぞれ 100 個以上発生したが，その後減少し，13 日には活動がほとんど終息して

いる。震央は ITO のすぐ近くで，震源の深さは約 6km から 10km である。最大地震のマグニチュー

ドは 1.9(JMA)であり，地震の規模もこれまでに起こった伊東沖の群発地震の中では小さい方に属す

る。第 5 図に 4 月 1 日から 5 月 31 日までの ITO の傾斜記録を気象庁の鎌田における日別地震回数

とともに示す。群発地震の規模は小さいが，地震の発生時期に傾斜変動が生じていることがはっき

り認められる。第 6 図に 5 月 8 日０時から 13 日０時までの伊東市周辺における観測点の傾斜ベクト

ルを示す。YOS が最も変動量が大きく，その量は約 2.5 μrad.であり，ITO では約 1.5 μrad.，その他

の観測点では 1 μrad.程度である。変動方向は YOS および ITO では北北東下がり，OKA では北下が

り，OKN では西北西下がりである。 
 第 7 図にこれまでに発生した主な活動時（気象庁の鎌田の地震回数が 5000 個以上）の ITO にお

ける傾斜ベクトルを今回のそれとともに示す。活動が活発になってからの変動方向は、それぞれの

活動によって異なるが，活動の初期段階（岩脈貫入初期段階）における変動方向は全て北北東～東

北東下がりで共通している。今回の変動方向も北北東下がりとなっている。 
 この群発地震に伴う傾斜変動は，震源域に沿った岩脈の貫入モデルによって説明できることが明

らかとなっている3)4)。今回の活動においても同様に岩脈貫入モデルによって説明できることが明ら

かとなっている5)。今回の活動は岩脈貫入の初期段階で止まってしまったものと推察される。 
 房総半島東方沖において 10 月２日から群発地震が始まった。第 8 図に 10 月１日～31 日までの震

源分布とその近傍に位置する勝浦観測点(KTU)と白子観測点(SRK)の位置を示す。震源は SRK 付近

から南東方向の沖合に向かって分布したものと KTU 付近から同じく南東方向の沖合に向かって分
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布しているものとに大別される。第 9 図に SRK および KTU の傾斜記録を第 8 図の領域内の地震の

日別回数とともに示す。地震活動は 5 日から 6 日にかけて最も活発であるが，13 日以降は徐々に活

動が収まりつつある。第 10 図に 10 月２日０時から 15 日 23 時までの KTU のベクトルを示す。KTU
では 7 日から 9 日にかけて北西下がり約 0.4 μrad.の変化が生じている。また，SRK においても同じ

頃に西下がり 0.1 μrad.程度の変化が生じている。なお，房総半島東方沖の群発地震の活動中に生じ

た傾斜変化の詳細については本報で別途報告する。 
  国土地理院が実施しているGPS連続観測の結果から，東海地域においてスローイベントが生じて

いることが見い出されている6)。第 11 図は 1993 年１月１日から 2002 年 11 月 25 日までの間のMKB
における傾斜記録である。この記録は 1993 年 1 月から生じている直線的な長期変化を取り除いてあ

る。第 12 図はMKBの 2000 年４月１日から 2002 年 11 月 25 日までの間の傾斜ベクトルである。2000
年半ば頃に北西下がりのトレンド変化が生じており，その後もこの状態が続いている。この付近で

発生したと考えられるスローイベントは 2000 年半ば頃より始まっていたものと推察される。 
（大久保正・山本英二） 
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第 1図 地殻傾斜観測点の分布 

Fig.1 Distribution of crustal tilt observation stations. 
 
 
 
 
 

 

 
第 2図 深層及び中層観測点の傾斜計の設置方位 

Fig.2 Orientation of deep borehole tiltmeters. 
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第 3図 地殻傾斜の毎時値及び潮汐解析プログラム BAYTAP-Gを用いて潮汐成分及び気圧成分を取り除いた値 

Fig.3 Hourly plots of crustal tilt and it's trend decomposed by using the program BAYTAP-G. 
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第 3図 つづき 
Fig.3  (Continued) 
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第 3図 つづき 
Fig.3  (Continued) 
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第 3図 つづき 
Fig.3  (Continued) 
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第 3図 つづき 
Fig.3  (Continued) 
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第 3図 つづき 
Fig.3  (Continued) 
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第 3図 つづき 
Fig.3  (Continued) 



 

－190－ 

 
第 3図 つづき 
Fig.3  (Continued) 
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第 3図 つづき 
Fig.3  (Continued) 
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第 3図 つづき 
Fig.3  (Continued) 

第 4図 2002年 5月 8日から 13日までの震源分布 
Fig.4 Hypocenter distribution in the period May 8 to 13,2002. 
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第 5図  ITOにおける傾斜記録と気象庁の鎌田における日別地震回数 

Fig.5 Plots of tilt data at ITO and daily number of earthquakes an Kamata (JMA). 

 
 

第 6図  ITO,YOS,OKA,OKN,TNGにおける傾斜ベクトル図（2002年 5月 8日～12日まで） 
Fig.6  Tilt vector at ITO, YOS, OKA, OKN and TNG, in the period May 8 to 12,2002. 
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第 7図 ITOにおけるこれまでの主な活動時における傾斜ベクトル図 

Fig.7 Tilt vectors at ITO for previous swarm activities. 
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第 8図 2002年 10月に発生した房総沖の地震活動の震源分布とそのM-T図
Fig.8 Hypocenter distribution(upper) and M-T diagram(lower) of the seismic

activity off Boso Peninsula in the period October 1 to 31,2002. 

第 9図 8月 1日から 10月 31日までの KTUと SRKにおける
録と第 8図中の領域の日別地震回数 

Fig.9 of tilt data at KTU and SRK in the period August 1 to
er 31,2002. 
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第 10図 10月 2日 0時から 15日 23時までの KTUにおける傾斜ベクトル図 

Fig.10 Tilt vector at KTU in the period October 2 to 15 ,2002. 
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1993年 1月 1日から 2002年 11月 25日までの間のMKB第 11図 における傾斜記録（1993年 1月 1

Fig.11 Plots of tilt data at MKB in the period April 1,1993 to November 25,2002. Linear trend is removed. 
日から生じている直線的な長期変化は取り除いてある） 

 

 
第 12図 ベクトル 

Fig.12 Tilt vector at MKB in the period April 1,1993 to November 25,2002. 
MKBにおける 2000年 4月 1日から 2002年 11月 25日までの間の傾斜
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